
令和６年６月公表
★重点計画の概要

★目指す学校像（ビジョン）

4 9５％の教員に十分な指導実績がある 4 「授業はわかりやすく、工夫されているか」という回答が95＆以上

3 ９０％以上の教員に十分な指導実績がある 3 「授業はわかりやすく、工夫されているか」という回答が9０％以上

2 ８５％以上の教員に十分な指導実績がある 2 「授業はわかりやすく、工夫されているか」という回答が８５％以上

1 十分な指導実績のある教員が７５％未満である 1 「授業はわかりやすく、工夫されているか」という回答が７５％未満

4 95％の教員に十分な指導実績がある 4 「健康・運動に対する意識が高まった」という回答が95％以上

3 90％の教員に十分な指導実績がある 3 「健康・運動に対する意識が高まった」という回答が9０％以上

2 85％の教員に十分な指導実績がある 2 「健康・運動に対する意識が高まった」という回答が８５％以上

1 十分な指導実績のある教員が８０％未満である 1 「健康・運動に対する意識が高まった」という回答が８０％未満

4 95％の教員に十分な指導実績がある 4 「学校はあなたの悩みや相談に適切に応じている」という回答が９５％以上

3 90％の教員に十分な指導実績がある 3 「学校はあなたの悩みや相談に適切に応じている」という回答が９０％以上

2 ８５％以上の教員に十分な指導実績がある 2 「学校はあなたの悩みや相談に適切に応じている」という回答が８５％以上

1 十分な指導実績のある教員が８０％未満である 1 「学校はあなたの悩みや相談に適切に応じている」という回答が８０％未満

4 90％の教員に十分な指導実績がある 4 「道徳の授業に積極的に取り組んでいるか」という回答が90％以上

3 ８５％以上の教員に十分な指導実績がある 3 「道徳の授業に積極的に取り組んでいるか」という回答が８５％以上

2 ８０％以上の教員に十分な指導実績がある 2 「道徳の授業に積極的に取り組んでいるか」という回答が８０％以上

1 十分な指導実績のある教員が７０％未満である 1 「道徳の授業に積極的に取り組んでいるか」という回答が７０％未満

4 ９５％の教員に十分な指導実績がある 4 「地域への理解が深まった」という回答が95％以上

3 ９０％以上の教員に十分な指導実績がある 3 地域への理解が深まった」という回答が90％以上

2 ８５％以上の教員に十分な指導実績がある 2 「地域への理解が深まった」という回答が85％以上

1 十分な指導実績のある教員が８０％未満である 1 「地域への理解が深まった」という回答が80％未満

4 ７０％の教員に十分な指導実績がある 4 「地域活動に積極的に参加し取り組んでいる」という回答が７０％以上

3 ６５％の教員に十分な指導実績がある 3 「地域活動に積極的に参加し取り組んでいる」という回答が６５％以上

2 ６０％の教員が十分な指導実績がある 2 「地域活動に積極的に参加し取り組んでいる」という回答が６０％以上

1 十分な指導実績がある教員が５０％未満である 1 「地域活動に積極的に参加し取り組んでいる」という回答が５０％未満
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★学校の教育目標

【目指す児童・生徒像】

【目指す学校像】　　

【目指す教師像】

評価指標・評価基準

生徒が体力・運動能力を向上させ、
生涯にわたってスポーツに親しみ、
健康で安全な生活を送ることができ
るように、教育活動全般を通して幅
広い指導や支援を行う。

・運動の楽しさや体を動かす心地よさを味わうことができる主
体的・対話的で深い学びにむけた授業改善を推進する。
・泰花祭体育の部を通し、生徒が自分の体力・運動能力向上を
実感し、目標をもって継続的に取り組める環境を整える。
・部活動やスポーツ行事への参加を促し、自主的な活動を促進
させ、スポーツの楽しさを味合わせる。
・食物アレルギーの対応を適確に行うため、対象生徒の保護者
との面談等を行い実態把握に努める。給食や授業での安全確保
を徹底しアナフィラキシー発生を想定した対応訓練行う。

取組指標 成果指標

【学びの変革プロジェクト】
　自ら学ぶ姿勢を育成するには、生徒自身が興味。関心の対象をもち、自分の力
（能力）で育てることが肝心である。そのことについて今年度は9教科で実践して
いく。「探究的で深い学び」を生徒がどの教科で「自ら意欲的に学ぼうとしていく
か」。教科性もあり、得意不得意もあるが、そのことも鑑みて、探究心を育ててい
きたい。どの分野で個々の生徒が頑張ろうとするのか、自ら選択させ、成功体験
と粘り強さも育成したい。

領域 中期経営目標 短期経営目標 具体的方策

　みんな
が当事者
として、
自ら歩む
道をつく
る

学校生活に困難さを感じている生徒
の早期発見、情報交換、教育相談、
学習・生活指導、進路指導を迅速か
つ組織的に行う。

・入学時に進学支援シートを活用し面接を行い、個々の生徒の
発達支援の取組と連携した指導を行う。かしの木シートを活用
し支援が必要な生徒に関する情報を教職員が共有する。
・校内委員会を活用し、支援を必要とする生徒情報の交換と個
別生徒の指導方針を決定し、担任、SC、外部機関との関りの
具体的な方向性を示す。校内委員会とステップ教室、リソース
ルームとの連携を強化する。また、多様な学びのあり方理解と
教室の環境を整え、支援生徒が安心して通級できるようにす
る。

健やかな体の育成

自分の未来を見て学習、生活し、挑戦意欲があり、周りに気を配りながら友人と共に成長ができる生徒

生徒と教職員間の信頼関係が十分にあり、意見交換が気持ちよくでき、心穏やかに生活ができる学校

生徒から信頼され、相談に快く応じる、学校にかかわる全ての人たちと会話ができる教職員

みんなが自信をもち、
夢を育むことができる
学校であるための特別
支援教育の推進

「わかる授業」
「楽しい授業」の実践

日野スタンダードに基づく授業の
UD化を進め、「わかる・できる」
を実感できる授業を実践し、参加意
欲の向上を図る。基礎学力を反復学
習等で定着させ、また、ICT機器を
活用し情報活用能力の向上と学力向
上につなげる。 探究的な学びから学
ぶことは楽しいという実感を体験さ
せる。

・ひのスタンダードに基づいた授業改善に取り組み、指導内容
の充実と指導方法の工夫・改善を図り、わかりやすく充実した
授業を展開してく。
・主体的、対話的で深い学びの視点から、生徒自ら課題を見つ
け、自分の考えを形成し、また多様な考えを受け入れながら新
たな意味や価値を創造していく授業づくりを推進する。
・探究的な学び等においてICT機器と学校図書を活用し、生徒
が主体となり活動し、楽しいと感じる授業実践を行う。

わくわくするような学
びを地域とともにつく
る

　社会と
未来に開
き、みん
なでつく
る

地域に出て、地域の未
来を考える人材を育て
る

地域で中学生として何ができるのか
を考え、発信し実行できる生徒の育
成を目指し、関係機関と連携しなが
ら実行する取り組みを支援する。

・生徒会サミットの活動を通して、中学生の主体的な取り組み
について交流を行い、校内への還元や活動の幅を広げていく。
・四中オヤジの会主催「サマーフェスティバル」や四中地区育
成会主催「新四中生交流会」でのボランティア活動に積極的な
参加を促し、四中に来る人を温かく迎える体験をさせる
・地域や近隣の福祉関係施設の開催する行事に生徒を派遣し、
多様な人々と共に生きていくことの素晴らしさを実感させる。
・学区内小学校との連携を実践し、小学校との直接交流の機会
を設け、地域のリーダーとしての自覚をもたせる。

　みんな
の多様な
学びとし
あわせを
つくる

地域の教育資源を活用した体験的な
学習を推進し、教科等の授業で身に
付けた知識・技能を実社会や実生活
の中で生かすことができる能力を伸
長させる。

・学校周辺の農家や製造企業から講師を招き、実習や講演内容
から地域経済を支える産業への理解を深めさせる。
・やまばと、光の家、八王子東特別支援学校等との交流を通し
て、身近な人々の多様性を理解させ、共生社会の一員として他
者のために何ができるか、そのためにどのような資質や能力が
求められるのかを考えさせる。
・旭が丘商工連合会と連携して職場体験学習を行い多様な実習
先を確保し、また商工会会員による事前講話から働くことの意
義や仕事におけるコミュニケーション能力を理解させる。

学校生活の中で、生き
る喜びが実感できる潤
いある人間関係づくり

生徒の人権感覚を育てるため、全て
の教育活動を通して人権尊重の理念
を基調とし、豊かな心と感性を育成
する。
思いやりの心や規範意識を高めるた
めに、全ての教育活動を通して道徳
教育の充実を図る。そして、いじめ
の根絶に全校体制で務める。

・道徳推進教師を中心に「特別な教科道徳」において、「考え
議論する道徳」の授業を進める。教員の授業力向上を図り、豊
かな心情と道徳的判断力及び道徳実践力を培う。
・生活指導部会で個別生徒の生活指導上の課題について情報交
換を行い、校務支援システムを活用して常に最新の情報を全職
員が共有する。※生活アンケートの活用
・「日野第四中学校いじめ防止基本方針」に基づき、いじめ予
防と発生時の対応を組織的に行う。いじめが重大な人権侵害で
あることを生徒に理解させる。


